
薬剤管理指導料の算定件数 7.5 倍、職員に主体性と院内の改善風土醸成も 

 

 

日本病院会が 1月 22 日に開催した「JHAstis（ジャスティス）」の勉強会で、加納岩総合

病院（山梨市、160 床：一般 120 床、地域包括ケア 40 床）の鶴田信一氏（事務部システム

課課長兼医事課課長）が講演。薬剤管理指導料の算定件数が 7.5倍へ大幅上昇した事例など

を紹介しました。 

 

 

加納岩総合病院の鶴田信一氏（事務部システム課課長兼医事課課長） 

 

 加納岩総合病院では定期的に各種レポートを院長、副院長、各部門長が回覧しています。

鶴田氏は、JHAstisについて「各経営指標が見やすく、理解しやすくまとめられている。ベ

ンチマーク分析の結果で他病院と比較した上で自病院の現状を把握できる。加算算定に関

する留意点や対策もまとめられているため非常に有益」と評価しました。 

 

ベンチマーク分析の結果、加算算定において改善の余地が大きかったのは薬剤課、栄養給

食課、リハビリテーション課であることが判明。それぞれ JHAstisを活用しつつ、改善活動

を行いました。 

 薬剤課は、ベンチマーク分析結果を基準に、薬剤管理指導料の算定件数の数値目標を週 25



件に設定。目標達成に向けた対策を関係部署間で協議し、薬剤管理指導料の算定漏れ防止の

施策を進めました。例えば、入院診療計画書へ「入院薬剤管理指導依頼」の項目を追加し、

全患者を対象とすることで、薬剤師が能動的に関与できる環境を整えました。院内医薬品情

報の共有化などチーム医療強化へ向けての取り組みなども進めました。 

 

結果、2017 年度は前年度と比較して、薬剤管理指導料の月間平均件数は 7.5倍の 150件。

2018年度も引き続き高水準を維持しています。 

 

 栄養給食課は、入院栄養食事指導料の算定件数増加に向けた取り組みを実施。管理栄養士

が 1人 1月あたりの目標を設定した上で、医師、看護師、医事課の多職種連携などを推進し

ました。 



 

 

結果、2016 年に毎月 20 件程度だった入院栄養食事指導料は現在、60 件程度と 3 倍にま

で上昇しています。 

 

 リハビリテーション課は、退院時リハビリテーション指導料、リハビリテーション総合計

画評価料をターゲットに設定。無駄な時間の削減、課内への問題提起などを実施しました。 

 

 
 結果、退院時リハビリテーション指導料、リハビリテーション総合計画評価料、療法士一

人当たりのリハビリ売り上げのいずれも順調な伸びを示しています。 

 

 さらには、薬剤師などから医師へ算定件数をさらに増加させるため積極的な提案がされ

るようになり、「院内に経営改善の風土が根付いてきた」（鶴田氏）とのことです。 

 



 


